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誰

1)都筑栄氏の論稿が参考になる程度である。都筑栄「ィギリスにおける初期の管理科学―一ひとつの興
味ある資料として一―」,埼玉大学経済学会『社会科学論集』,第24号,昭和44年 3月。同「イギリスに

おける管理の科学とその胎動」, 岡本康雄 。小野豊明・ +屋守章・鳴坂収 。松岡磐木編著『企業と経営』
(高官晋教授記念論文集上),ダイャモンド社,昭和49亀

2)都筑「イギリスにおける初期の管理科学」119頁。

Ⅱ 産業革命期の経営管理

本稿は,UrWiCkと Brechの『科学的管理の発展』第 2巻「イギリス産業の経営管理」(3物

ル診力πを 9ノ Sι″ι%′夕σルしπ姿″%ι %ノ,υο′.Π ,磁 %″gι″ιπJ′%β″″おみ′″″%s″夕)に おける

内容構成にある各章の流れにおおよそそらて,考察をすすめたい。本稿本節は,同書の第 1章

から第 V章 1)ま でを,産業革命期の経営管理の問題として,一括して取上げ論述を行なう。

Urwickと BreChは ,第 I章「産業革命期の経営管理」 (MANAGEMENT IN THE IN―
DUSTRIAL REVOLUT10N)で , F.W.Taylorの 科学的管理の創始以前にイギリスで独自
に,産業管理への科学的接近 (the sCientinc apprOach)が ぁった事実を指摘する。 両氏は ,

Tay10rの科学的管理が,長い間,イ ギリスの最もよく管理された諸工場 (the beSt― managed

factories)において発達させられてきた多くの実績の精分 (the eSSence)を ,単にまとまった

論理的な方式で整理し再論したもの,と 断ずる。この意見を支持するひとつの証拠が,1896年

に現われた Slater Lewis の『会社の商業組織』 (3物 の
“
%θ″θ″′ 0″gαπ′sα′′οπ げ

F“ノο″′ιs)の 出版である,と する2)。

後に問題とまたなるが,こ こで,イ ギリスにおいて「科学的管理」の産業革命期から19世紀

を通して20世紀初頭まで,科学的管理の発達としての生成 。展開が,連続性を整序的に看取し

うるかどうか,ま たアメリカとイギリスとの関係で企業経営をめぐる科学的管理の両国間の連

絡や交渉がどのようにあったか,と いう課題が生じる。特に後者の英米両国間の関係での科学

的管理の問題は,経済史的ならびに経営史的視点からの考慮は勿論のこと,英語圏内での連絡

・交渉として詮索の対象となるであろう。

Slater Lewisの 著作は,Urwickと Brechに よれば,生産管理 (P″οttι′Zi9″ 脇 ″窪ι%ι″)

の最初の教科書と呼びうる。それは管理原則の完全な理解を呈示し,ま た健全な管理基準の応

用を記述している。さらにその著作の内容からして明らかなのは,著者が,自 分の概念が独創

的で自分がいろいろな意味で開拓者である,と の考えをもっていなかったことである。ともか

くも,1805年の BOulton ano Watt Foundryで 実施された管理技法 (tlle methOds of control)

の研究,あ るいは S.LewiOの 記した著作は,Taylorが全 く新しい分野で開拓者とはいえず ,

旧い実績から新しい統合を造った人であることを,示唆している3)。

われわれは英米の双方における企業経営の関係を,管理技法の著作上での学問的詮議の次元

で,Urwickと Brechの主張のように解釈可能かどうか,究明の余地が残ると考える。このこ
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て,統制の諸方式は計画や調整という基本的諸原則よりも大そ う早 く展開されていた。また当

時はイギリスの経済活動が製造の見地によるよりも商業のそれによって支配されていたので ,

経営管理では統制の要素が至上の重要性を占めていた。経営管理における統制の歴史は,会計

学と原価計算の発展の沿革である11)。 当時の書物をみると,それらは本質的に商業的な教育目

的を意図してお り,それな りの当時の経営理念 (the buSineSs philosophy)の 証拠となってい

る。すなわち,それは商業の諸原則と実践での一定の教育の必要であった12)。

われわれは第Ⅲ章 「科学的管理の実践J (SCientinc Management in Practice:The
BoultOn and Watt Foundry(1795))に入 り,産業革命の形成期における科学的管理のイギリ

ス的生成という論点を考えたい。最も早いイギリスにおける科学的管理の例は,1805年のバー

ミンガムの BOulton and Wattの SOhO工場である。 Taylorも Fordも また現代の専門家

達も,こ の時点の以前に SOhO工場において発見しえない計画方法で何か工夫したものはいな

かった。 SOho工場の原価計算制度は, 今日成功している大変多くの企業で採用されているも

のより優れている。それ故 この機械工場は抜きんでた管理面の組織を保有していた13)。 ここに

ひとつの大事な問題が生じる。それは,BOtlton and Wattの業績が同時代の人々,特に機械

工業における彼らの同僚仲間や競争相手との関係はどの程度にあ り,他社の経営管理の実践に

いかなる影響を及ぼしたか,と いう疑間である。これへの回答は現在利用できる公刊資料でも

っては不可能である。反面で,こ の論点はイギリスの科学的管理の歴史における「見つからな

い環」のひとつ (One Of missing links)と ぃえよう14)。

われわれはこの「見つからない環」のひとつを,イ ギリス経営学の発展における一論点と設

定し,そ の missing linkを本稿の焦点にしたい。Urwickと Brechが いうごとくに,産業革

命期から19世紀末葉および20世紀初期にかけて,イ ギリス経営学の生成 。展開の独自性や独創

の先発性を格別に取上げて云々しようとするなら,特に注目する論点がそこに存することにな

る。換言すれば,ア メリカ経営学における科学的管理の発展に先んじたというイギリス経営学

の科学的な管理の生成 。展開の本質と実体は,自 由主義段階での資本主義国イギリスにおいて

いかにはぐくまれ, 進展していったのか, その後の独占段階への連関はどうあり, missing

linkが なぜ「存在」するかと,と いう諸問題が当面の論点となるといえよう。

Urwickと BreChの主張に帰ろう。 両氏は,BOulton and wattの SOhO工場での試みを

こう評価する。それは,非常に洞察力のある科学的管理の基礎概念を有し,特に作業の事前計

画, 日常業務,作業の分割などに応用された,と 。具体的にみると,BOultOnの 意向の前面に

あったのは,多分,明確な方針としての標準であった15)。 また同工場の仕事の面では,経営管

理の重要な問題点が明らかとなった。 それは労働力の調達である。 さらに BOultonが ,組織

者 (an Organiser),経 営者 (execut市 o),そ して第一線の産業指導者であらたことは,彼 自ら

がそ うした容姿の素描をすでにはっきりと与えている16)g

Boultonと Wattの 同名の二世二人が (Matthew Robinson Boulton and JameS Watt,

JrS.),跡 をついだ SOho工場での,BOulton and Watt Partnershipと しての企業形態におい

斐

●

●

一
・

・

一・̈
一．
一一・ヽ
一・・一一
・一「一・
・一い ・

.・薇 照
・
    ・‐‐  

‐



靭
°ヽへ
■■当阜み7コ♀シツνq%ネ)■マン聖形■へヽ卑昇率T鼻醗、αtt11ソコ゛黎。αヽ卑民

準■1掘↓⑫G70⑫γコ`マツ軟0みにコ⑫)調¥⑫ツ7コ⑫助鯵Iηマ準⑫診W興′灌⑫)■
7章聯ワ黎昇露国⑫ uЭ瓜o電猛勇章Yコ丁⑫ツ゛27)⑫■へヽ卑哺)露qνYO要αヽ■)=

=⑫
¥▽専鋼乎繁ヽユ0■4ソン°γ■

調¥♀躍み鼻摯⑫(SuOIwIOI IBI1lSnpuI)Jttuttlη靭

コツ割へヽ昔°
■。7)率_Lし盈勇章Y鯛り]ヽへ音ヽ薔`07)早具翌米軍■■にコGヽαBJ単)

鋼事¥I″動 
°
2_f‐だ

`⊇

尋uOハo■ηγ里°ヽへγ
ン)■財蚤醗薫つ6■7%ν%`ヽへ彰コ聖_l

⑫ Ч00Jg マ耳ЭIMIn尋((8981=一TZιI)`uЭハ0 1JЭqou_こN3囚3ovNVH■■NNOSutt Jo
u■■Nold 3HJL)(8981-IιιI)`ス'4-7・1-ごコーー早期γ⑫証勇章Y」草AI彰`コン

°

`⊇

錨)■塁量尋洋
′
γ
'7鯛
目
=⑫
撃率、γ⑫

ツ←彰身q澪。々■尋璽酬⑫⊇`■
ュ■■17夕°2準

摯彙2T準、γ♀尋里撃璽⑫国晋鋼¥コ⑫湿
島具剛⑫Yrキン、7「部、へ卑qゞι百J■2⊇⊇°2ヽへ)■理勲`みマ⊇へヽ■へヽ)γ

争?み羽′撃

褒ミα型¥⑫醗墓具剛⑫ン)●暴つ4¥¥製■回`⊇4■マ7青刷⑫叫だへヽ聟⑫Tγ具副ゾrキン⑫
sl平M pue suollnOg,コ鋳。4静I OЧOs ⑫壼鯰製尋61 ttη ЧЭЭJ8 7■OIttlflコCF⑫⊇

°
(ZZヽへ■へ`薔導ηマ⊇

`07) 準qγ■)■7百野⑫γヽιトヘみ章q′凶専量軍薔、α彩迎⑫慟寺⊇4コンγ撃`672罰g、へ専、ヘ
)aqo期藝7凛1(luOw082uBШ JO KJ01SIЧ)軍具∃■ゞq`、γシ、へ)Q丁、γ聾酬擢黎qlコ
°ヽ
い■ヽ■1)⑫γγコマ尋⑫ツク舜■4早具響⑫翠印ナみ翠近⑫撃筆酪具具響評γ準準14q』`コ

q■9準7黎■■音み1曇諺み疑暑)ゞ卑⑫ψ靭⑫署当¥軍⑫り割国`⊇16T黎■影¥、γq靭`■1

(2ヽへ
~_コ
ιみS_lママ⑫W⑫Υtt11軍当)コ⊇)Sl“m puO Su。lln08 `■黒コqヾ 0ヽγ

CPヽγγ 7■彗静み義軍摯⑫夕`)■■尋劉寺+==コ岳マq■■み縁猪■J_・l剰¥⑫酵ラ擢
9準り図⑫動き軍発⑫γl倉迎、γツタγ季°ヽγ

CPヽγ⑫塑勝―孝η下涎⑫膵彪殺¥軍I々酪纂具剛
⑫)箭I OЧOs `)■7↓継―⑫¥コ⑫署暑露国99G準⊇4証島鋼秦推`)上昇章■CF⑫T
務 
°
(Iひへ■、γ(■19■つ妥準η睡聯)ヽ事ヽコ¥副―⑫(°,ヽへ)ヽへ尋)η_l者単Yみ者軍菫⑫

]uЭIIuЭ82uじШ Эu1luЭIoSコ評)｀へ錨コ堕回夕⑫コ⊇■1軍当⑫ Ч0018 7 ⅥЭIムIn¬UOШ08ouew

ЭU1lu010S)「証勇鯛妻推」`I″¬量軍⑫を単♀ン〉鋭⑫静I OЧOs■CF⑫⊇`722準近
°
(o`γ■軍¥■彰身`みP

■(8uIUu21d uO110npold)回擢軍爾科■■277みM■⑫⊇`髪艶⑫(8u1lSeЭЭ,oJ)ir■⑫)■

7¥妻鯛冒¥⑫具響¥↓`髪圏7戦燿⑫昇具響軍薔騨γヽ1カ里)■7璽劃⑫滉勇謝↓硼⑫タ
°
〈61■ひ7)(Ou10ЧOS■OUЭq ssouIЭIS OЧl)コ畔栞士撃塾⑫

甲取静1 0ЧOs■l⑫導FF渤)
7ヽ7⑫裟¥碑聾

°
,7コ`“髭⑫ヽ彗群載Y聟⑫勤¥rFll榮`マQ′凶⑫ig勤⑫ヽ■聾⑫昇勧榮諄

■0星9■l⑫者目u011nOg`Iηコ1事西1島亡義Y⑫硼⑫不I回旱ン準目導°
(81■へヽ)Qヨマツ旱)

彰準尋軍灌⑫昇勧榮`)●TフaY貢⑫撃率(SllnsOJ Aq luOulKed)「、17軍ツF⊇2型※」⑫γヽ

G卜ヽ`)ソιコ普筆⑫,I回■1■
=q動
°
(21シへヽ)■ま)■7証易章Y2準2年0と⑫q靭

`尋疑舅マ署睡⑫

“

働冥:α酵し回と(1`■
'騨
易f⑫ゞιトヘ`工ηγ7γ°

CFアヘヽマ峰摯〉q留

`)■7W聖専甲m■薔⑫刷俯聖写⑫面易fN/1秦健
=η
軍¥⑫醗島専鯛秦推(⑫靱資寺96ιI)⑫)

耀ゾ⑫秦員剤アr■シ

ワ

0

―TCI―

「
・
●

・

一一
一一

一一
・一
一一
・　

・一
一・
一一

一

鰈t il



-132- 富

は本質的に実践家だった23)。

二般には OWenが社会改革者であ り人道主義者であったのは周知であろう。それはまた彼
が敬虔で深い宗教心をその出自からしてはぐくんでいた理由に求められよう。その上に,産業

経営での若い頃からの経験が,彼の人事管理の実践では,宗教的背景と相まって,その基礎に

なったともいえる。この点で,OWenは 実際に織物工業の経験において有能かつ確かな経営管

理が成功と発展への鍵であることを見せた。彼は本質的に熟達した組織者・管理者であ り,常

に第一線の産業経営者の業務の基本となる人的資質を授けられていた24)。 生来より彼の関心は

機械的技術的要因とともに事業の人間的要因にも強くあった25)。

OWenの人間管理および社会改革の啓蒙的な開拓家としての真の来歴は,1800年から1820年

の間の経験にある26)。 彼が,労働条件の改善と社会の新改革の展開と,ま た純粋に人間の安寧

と幸福の増大のため,自 分の精力を注ぐのにしごく真貪1だ ったのは少しも疑えない27)。 要は ,

彼は実践的な産業経営管理の開拓者であり,ま たそれ以上に特に人事管理 の開拓者であ っ

た28)。 彼は近代的人事管理の父とよぶこともできる29)。 この彼の経歴の側面は最も看過されて

いたもの,あ るいは最も知られていない点といえる30)。

Urwickと BreChの主張のなかで,われわれは次の点に重要な問題を見出したい。 つまり

それは,先の1800年 から1820年までの間を通じて,OWenがたずさわった織物業の一群の工場
の発展の源泉がそこの管理者の運営能力にあるとするならば,イ ギリスにおいて現在まで認め

られている産業革命の発展をしのぐ,よ り以上の何ものかが,実践的な経営管理のなかに確め

られないであろうか,と いう問題である31)。 すなわち,こ の産業革命の枠をこえた何ものかの

発展が OWenの 経営管理の展開に存在していたのではないか,と いう疑間は,19世紀末葉か

ら20世紀初頭でのイギリスにおける「科学的管理J問題の明確な進展の時期への到達までの間

にある,「見つからない環」を示唆する問題となろう。いうなればそれは,第Ⅲ章で言及され

た SOho工場のように今日の典型的な管理問題を Taylorの 科学的管理よりも一世紀も前に先

行して扱っていた32)事実や,ま た Owenの 人事管理の近代的先駆性の認知や評価を,「見つ

からない環」という論点と関連づけてどう考えるのか, という問題である。

この問題を Urwickと BreChは第V章「産業革命期の製造業者」 (MANUFACTURERS
IN THE INDUSTRIAL REVOLUT10N)で ,再言している。産業革命期に「経営管理意識」

(management conscious)が ぁったかといえば,その答は「否」である。しかし,技術的能力

とは別の実践的な運営管理のための力量を認めるという意味では,その答は確かに「そ う」で

ある。そのよい証拠となる二人が BOultonと OWenで ぁる33)。

Urwickと BreChは ,19世紀初めまでのイギリス経済社会の進展とそのなかでの企業経営

の問題に対する理論的学問的関心のイギリス的伝統を前提にして考えている。いろいろな企業

での健全な経営管理とその実践へのよくまとまった関心の存在は,次の産業革命全体に対する

最重要の疑間に直ちにつながる。もし実践的な経営管理の原則が理解されていたならば,なぜ

労働時間は全般的に大変長くまた労働条件は大変ひどかったのか。なぜ法的規制による最低標
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32)C.S.George.Jr,,管谷訳前掲書 99頁。

33) U鋼′iCk and Brech,9′ .σ″.,p.65.

34)ibグι,pp.66-67. 35)ル ″.,p.68
36)も っとも英米の経済背景のちがいはひとまずおき,実質面から評価するなら,次のことが妥当しよう。
SC10工場では, 管理機能と作業機能とが未分化の労働過程に,工場主がなお労働者への作業管理を浸

透させる手段として, 出来高給制度によるいわば「創意と奨励の管理」が用いられていた。 これは ,

SOho工場において作業に対する管理が何よりもまず賃金支払形態との関係で発現した点で, 注目に値

いする。出来高給制度は,「同時管理Jの成立までは,程度の差はあれ,工場管理の■手段として用い

られたが,特に19世紀の80年代からアメリカで展開された「能率増進運動」(師denCy movemёnt)な

いし「管理運動J(managenlent平。Vement)は ,その制度自体を問題に出発したといえる。 SOho工
場の作業組織と作業管理の体制は,この「能率増進運動」が課題とすべき環境を示す一実例を与えてく

れる (堀江英一編著『イギリスエ場制度の成立』ミネルヴァ書房昭和46年 ,195-196頁 )。 勿論 Sohoの

賃金制度は,当時の機械工業全般からみれば著しい先駆性を示している (同書196-197頁 )。

Ⅲ 近代的経営管理の起源

―
J.SIater Lewis(1852-1901)

本節の題目は, Urwick と Brechの 著作の第Ⅵ章「近代的経営管理の起源 一一J.Siater

Lewis(1852-1901)J(THE BEGINNIGS OF MODERN MANAGEMENT(1852-1901))

をそのまま借 りてみた。問題時期は 19世紀末葉に移る。 19世紀初めと末葉の間の時期の問題

(miSSing link)は 論じてきたように,そのままおいて後の論点にしてある。

さて urwickと Brechの説明を聞こう6 JOSeph SIater Lewisは ,ィ ギリス産業構造に必要

不可欠な産業経営管理の形成に努力をした開拓者達の物語において,ほんのささやかな役割し

か演じていない。しかし彼の量で欠ける所は,興味の豊富さで十分に釣合いがとれる。Lewisの

書いた一冊の本は,1896年にロンドンとニューヨークで同時に発刊された,■%Cο勿″ι″θ″′

Ottα%おαノあπげ F“ιο″″θSである。 本書は当時の代表作では決してなく, 余 りにも現代的

(mOdern)でぁった。同書は工場管理と生産統制の概念を陳述しながら,全体的な企業経営の

枠組を形作っていた。また同書はわれわれが今日標準的と容認するに至っている教科書の最良

作と比較可能である。 Lewisの 同書は1896年 の出版であり,F.W.Taylorの 最初の論文 (A

Piece Rate System)の 出現の翌年である。その Taylorの 同論文はのちに,The Principles

of Scientinc Managementに なる概略を与えたものである。Lewisは恐らく Tay10rの 名を

聞いていなからただろう。しかし Lewisは ,Taylorの The Principles of Scientinc Manage_

mentに先立って Taylorの その後の諸原則の適用をなした,と 十分に主張しうる経営管理の

技法を,その手順のこまかい説明のすべてとともに,明細に説いていたのである1)。

Lewisの 同書は,本文478頁 ,豊富な図解と明解な説明で特徴づけられ, 原価計算と簿記を

説明した30頁の付録や便利な索引などがあり,さ らに解説的な無綴の図式を収めたポケットを

表紙裏に付けていた。また各章節は短いパラグラフに分けられており,太字の連続番号と165に

及ギ図解や表の類が掲げられるという念の入ったものであった。奇しくも,同書は経営管理文

|

ハ
Ｕ

「
・
●

・

一一
一一

一
・一
一一・
一

一一．一一一

一い

一



撃黒項YγI彰`〉動I'口′凶⑫)ゾ
`キ
ン`中↓孝⑫靭Iη離具明秦憾⑫ IOIK2工 :ロツ準近

°
,ヽへ)■7聖`み¥章科へヽ)■つMみ響理⑫単減Y`キン`■

q、γユコ要尋最猪⑫ン`Cr-4q■尋率尊き翼凶⑫マ国晋⑫酪勇鯛秦推⑫γこ/∠ゞ盈勇卑鯛

秦博⑫ゾ
`キ
ン `)ヽへ鉾J((9161-9681)`入uェsflcINI HSI工Iu日入a uO■入vこ・

ノ■・
ここ0

■ONV工daЭЭV ttH」L)「(9161-9681)彰要⑫ J01K2■・鳳・
JツTコ薫7ア

`キ
ン」草llt彰〉

響
`、
7Υ興■|ヨ

′
⑫コ
゛
,ヽへ)0■つ軍譲9てへヽ■マ纂則11叫鍵⑫嗣′軍取97青`)ヽγ尋⑫響珊

⑫誼勇■1月フ与ホま⑫l´■4勤`1`;証剛)(7Y`r=ン`⑫ヽ́sIMO■・S ⑫ ЧЭЭIgマIoIMIn ⑫⊇
°
(乙I,7)⑫γへヽ曇ユY`士ン)軟喜`)■7

劃I影迎⑫
=暑
⑫ι79`尋曇推酵ツ準凶⊇a醗島具聟

=1靭
コ脅♀
°
(IIヽへF)7♀泌7γ09,

路γ薔)■翠⑫ツ`)暑暫国⑫割栞〉卑聾醜`)ヽへ平コへヽ0当呈専亭彰⑫爵η7コC哺7畢推準

■1尋回⑫ SIMO■°
いへ?`⊇■lΥttγ f °

(01,7)⑫科ヘヽコ壺γ⑫Ⅱ島鯛秦健)■7贔勒⑫

夕■79■イY会)Y`キン■l SIハ0■・s `⊇2割■■76■裂尋▽⑫繁摯へヽ普⑫勤筆⑫Ⅱ勇具到
_71上縁発⑫ヨ』回⑫ツ7-4ン

`、
γγr F∠°

フFコ甲醗科■晰謝76旱。■1lγ靭み垂章卑rtl

鼎)軟%民`、
いへ塑哺)γqγYttlηコ鯛謝‐塔塑y革へヽ官″⑫ッンみ喜]ワγ昇露国D^ヽへ鉢

コ軍コ⑫酪勇鯛秦母Y`キン、g sIMO■■0“IS・f`)当阜⑫コ゛(69｀1)■躍にみ証亘⑫〉多ヘヽ

■)γヾ」¥躍〉VPγマ退η斗■日寺科二`0塔)■■音み猟草■■用渤)ヽへ鉾コ割宗)■7Ⅷ

軍ワ準静コ彩授具剤¥軍`69)効家民ン準目■つ童■lS″Zο′θηご/b πο″″ψ%′拶ンOr″θ″′協
―笏θO'7ι°

ヾ⑫ツマコいヽへ■1勁だ鋼畔逓⑫ SIMO■97今γヽ ЧЭЭJ8 7 101ttln宴1)ッタ
°
(8'7)q、αツνq欧濯7科Inwコ副▼辞研五嘉具副`尋率%身鋼V音⑫具剛¥事0■み興′晶

⑫l【劫コ騨辮l半聯⑫ SIMO■Iη uoP10ЧS Iη ⑫いへ7°97)~i軍舞叫々易fシTコΥ型⑫単′(22哺)

凛丁〉潔フ
"%∂
%クε′笏″yルクのS″″ご∂7ι ⑫ uopIЭЧS IOAIIo ⑫ 7 7〉妥寺08畔、γttΥ⑫

SIMO■`コ軍〉鼻ツЧ00'8 7 1ЭIMIn`尋以近⑫叫週⑫ SI瓜0■⑫)■7最彫投⑫証勇具剛
°
(92準へヽ副⊇a饉コ__■7勝⑫鯰薔塑鋼り蟹C/7)米軍ゾ

`キ
ンIη国響W⑫ SI■0■

`■)ゞ■°27)qヽγ科0ヽγttνマ響理Pγ7■η■1)=¥¥1ま■611α¬′近で?準俸コ
¥喜

⑫当日明¥窪⑫)単▽鯛¥軍`q ttP■°ヽヘニ旱)弾ゴf(g1l⑫専鋼Y讐科浮
賞鼎2ンN/f/ヽいヘ

狙γq艶コ撃年o響W⑫ SIMO■17評 °(ラツ7)釧り監〉V〉難■1冨到ワ準ドコ事彗響群⑫ユ

曇回`q■,7Yコツタみ師割γνγヽ曇⑫尋回 °(877)彩迎9準亜⊇2Ψ軍⑫具製業瓢Gヽみ

Q′□⑫ng暑コ騨辮1皐聯`=″曇国`マツてγヽ
=喜
⊇2翌日り蟹°

く1ヽ7♀シツマク要コ準Y7。■

■1選⑫
``IBIЭ
」OtuwoЭ,, `)⑫、へ準きン干尋郷濯lα彩爾⑫啄曇⑫ SIMO■ `I町型}ひ、γ■■

°
Cワ

マ■⑫へヽ■■`マツ6%青み叫聖鯛聖γ`)尚呈Cヽヘマツ7)協4用⑫畔幕回ヽ賃ミα専業¥⑫

lメT161科撃マ⊇ヘヽゼ獣」し2■6T(8061`]uoIH088uew doЧs)2F罵退⑫ミ黙Ittξ診
`凛

フ誌ホま⑫■OI&こ

■1露夕
°ヽへ
♀Y)軟%♀■η叫だ⑫罰軍取⑫)nマ曇彩投塩島具ヨ,コ斗コYrキンツ準継コ

Sa′″ο′
'η
」/ο%″′′ν%υ

=″
0′″ρ″∂協ποO∂ηι ⑫ SIMO■⑫ ЧЭЭ■87■01MInコCF⑫F

°
(zツ7)i立斡)鯛翻畔⊇4鯛彰勝IηΥ撃⑫ツ科!`■9ヽへ)■署l垂_41曇載当卑ν準)ヽγ尋⑫騨

愕ゾ⑫秦具饗ゾrまン

|

|

-981-

・
　

．．
　

一
一

・．
一・・
一一
・　

■

一



-136-              襲   富  吉

でにその若千の興味もすぐ立消えた。それは何よりも,イ ギリスの産業が経営管理の技術面に

主たる関心をむけ,「科学的管理」自身は暖く迎えられなかったからである13)。 その主たる関

心とは,原価計算,原価管理,なかでもとりわけ,初めの頃は名称のプレミアム・ボーナス制

度の案出に重点があった14)。 19世紀から20世紀への変 り日頃から,イ ギリス産業での経営管理

問題に対する冷淡さは消え始めたが, Tay10rの教えはイギリスではその背景を欠くため受容

されなかったのである。これをまずいことと非難できないのは当然である15)。

Urwickと BreChが くりかえし強調するのは,イ ギリス経済社会における企業経営の諸問題

が,そ の特殊な独自の背景 。事情からして,必然的にイギリス的特殊の様相を反映せざるをえ

ない,と いう点である。 Taylorの科学的管理のイギリスの企業経営に対する関連としての時

代的な経緯を,われわれはくわしく論じる意図はない。本稿の眼日は,19世紀初頭から19世紀

末葉の間での「見つからない環」という論点にある。以上本節まで論及された内容は,すべて

この問題点の究明のために,補強物として取扱われるにすぎない。

科学的管理

のイギリス化過程の完遂」 (the Cёmpletion of the process of anglicising scientinc mana_

gement)と ぃえ, Tay10r lま 自分の追随者をそこで補充しえなからたのである。そのわけは ,

大体において彼がイギリスにおいて誤 り伝えられ,誤解されたからであった16)。 さらにまずか

ったことは, TayloFに対する反対意見のみがイギリスでは強 く表面化した点であった。これ

は英米の労働者陣営内で早 くから Taylorの科学的管理に対する反対意見が,伝えられたため

ともいえる17)。

Tay10rの科学的管理との関連や交渉において, イギリスにおける科学的な管理の本格的展

開は1914年 の第二次大戦突入をまつ。この点は Urwickと BreChがイギリスの経営管理問題

の時期的区分の特質を評して,イ ギリスの19世紀は1914年 に終った18),と ぃぅほどである:さ

てわれわれは, この点は十分頭に念じておき,本稿のここまでの論究ではいまだ明らかにされ

なかった19世紀初期から同末葉の間の時期におけるイギリス経営管理の発達 。展開に存在する

「見つからない環」を,次に考えてみたい。
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稿の第Ⅱ節で述べたが, BOultons and Wattsゃ Owenの行なった経営管理は,18世糸己の曲

り角での最もすすんだ人事管理の実例ではある。しかしそのことは,彼らだけが決してその時

代の代表者であったことを意味しない6)。 経営管理における人間要因 (the human factor in

management)の 問題を配慮した啓発者 は 他 に も, た とえ ば 01dknow,Arkwrightゃ

Wedgwoodが いる7)。 ぃずれにしても,1825年以降の50年ないし70年に及ぶ間のイギリスの産

業経営に関する知識は全 く少しで,こ の道程での人事制度や福祉制度の全容を何も与えること

ができないでいる8)。 これが「見つからない環」の存在をいわせる,人間問題を中心とするイ

ギリス経営管理の発展に関していえば,理由となる。

このように,経営者の訓練や教育と,人事管理あるいは人間要因の問題は,イ ギリス経営管

理史での二大問題となっている。「見つからない環」もこの二点を主に考えればよいであろう。

Urwickと BreChの本稿で問題としている, 3■ Zαカグ″gθ/S`グιπιがθ ttη《gθ%θ%ι ,

υοム Ⅱ′物 ″

“

ι%θグ 滋 B″″お乃 レ″%sノη は,大約すると, その二点, 経営者の問題と

人事管理を中心とする諸問題を,論究の主目的にすると半1断 して誤 りにならない。ここまで二

度言及した,0.Sheldonの r力ιPみ′″。勒 ″ げ ユ物%“θ%ι″,1923,は経営管理 (経営者)

の取扱 うべき問題が労働と科学 (Labour and Science)に あるという9)。 後者の科学とは経営

管理のそれである。

こうしてみると, UrwiCkと Brechの述べるイギリス経済社会のなかでの経営管理の課題

の歴史的特殊事情が,1920年代の Sheldonの著作中でも見事に生き,一致・連続して, その

理論的反映をえているといえよう。双方の対応関係は, Urwickと Brechにおいては経営者

の訓練と教育および人事管理の問題に対して, SheldOnで は経営管理の科学 (と いえば専門

的経営者の問題が主眼となる)お よび労働の問題として,両者の対応は余 りにも明 らか で あ

る。Urwickと Brechの 著作と SheldOnの著作をみると,その使用用語や専門語,叙述方法

の類似性が,勿論のことながら,明 白なのは,別個にまた興味のある点である。ここで1920年

代になって初めて,イ ギリスの経営管理はその流れを作 り始め,連続して仲長してゆき,広が

った10)こ とも,付記するに値いしよう。

翻って,「見つからない環Jの論点を本論の主題として考えよう。この論題を究明するため ,

われわれはいくつかの問題側面を設定してきた。まず初めに,イ ギリスとアメリカが同じ英語

圏内にある問題である。

Urwickと BreChは ,ア メリカのイギリスヘの経営管理問題領域における影響が僅少であ

った事実を,イ ギリス企業経営の実質的問題の特殊的独自性の強調とともに, くりかえし論述

する。大西洋をはさみ,英米間での現実的な企業経営の交流や交渉は,世界経済的に把握すべき

関係はひとまずおくとすると,文献の次元では多くの交互の流れがある。例をあげるなら,経営

学関係でセま,Charles Babbageの  0%物ι Eσο″%の グ Mα働厖ιη ″ ″Ma″グ
“
ι%″ι″Sは

1832年 に初版 3,000部 ,1835年までに四版がロンドンで出版されたが,ア メリカでは1832年版

が出版されている11)。 」.Slater Lewisの 3物 C♭%πι″θ′α″0″gα″′sα′あ%9/Fαθ′ο″′ιs tょ ,
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いた論点を考えよう。その問題は,イ ギリス19世紀の企業経営をかこむ経済社会の特質を知る

仕事である。

技術的問題に関するイギリスの企業者活動は第一次大戦に至るまできわめて伝統的な商業的

実地的色彩をもち,組織的科学的性格を欠いていた。すなわちイギリスの企業経営者は,な ま

じっか産業革命期に実地の職人で世界的な技術革新をなしとげたばかりに,生産技術への科学

的体系的接近の必要を実感じえなかったのである16)。 19世紀初めから19世紀末葉の間の「見つ

からない環」が存在する時期が,上述のイギリス企業経営の特質を本格的に定着させる期間に

重なる。Urwickと BreChも 関説するように,BOultons and Wattsや Owenを中心にする

19世紀初めにおけるイギリス科学的管理の生成 。展開が,19世紀末葉までにその連続性を見出

しえず,そ この間に「見つからない環」を存在させるのはなぜか。

19世紀後期までにおいて当時の後進国であったアメリカ, ドイツそしてフランスの急迫は ,

イギリスとはちがって企業経営の実態として,「生産技術への科学的体系的接近」での優位性

を発揮しながら実現されたという事情がある。それに比較して,イ ギリスの企業経営も独自の

発展 。成長を経ていたが,それは「商業的実地の職人」の技技革新での延長といえる性格をも

っていた。そのために, Urwickと BreChがいうように,19世紀最後の四半期がイギリス産

業の整理総合の期間であり,たとえば産業経営における人間的側面の進歩をそれ相応に見逃し

えないとしても,しかしまた経済的にイギリスの地位は急激な変質をこうむってはいた17)。

ドイツ,フ ランス,ア メリカにおける産業生産の増大の時期,つまり19世紀の末葉に,イ ギ

リスはそれらの国々より低調になり,すでに「世界の工場」たる資格をただ‐国で維持しえな

くなったのである18)。 ぃぅなれば,唯一の「世界の工場」だったイギリスは, F商業的実地の

職人」の産業発展の歩調をもっては,「科学的体系的接近」を武器とする独仏米の産業生産の

歩幅に,19世紀末葉ではついに対抗しえず,完全に遅れをとったのである。この産業生産の性

格の差を,イ ギリスと他の国々独仏米との世界経済的な位相でみれば次のように表現を受ける

べき「見つからない環」が存在しうるといえる。

つまり,イ ギリスの産業革命期以後の経済および経営の発展は,特に19世紀末葉の頃までは

「商業的実地の職人」的な一部の啓発者・啓蒙家の散発的協力により,そのまま継続しえたイ

ギリスだけに限れば,イ ギリスの経済・経営の発展・成長は Urwickと BreChも すでに言及

したように,産業革命以降も持続していたのである19)。 その意味でイギリス企業経営の経営管

理には連続性があるともいえる。とはいえそれは「商業的実地の職人」的な質的水準の展開で

あった。ここに本稿からすれば肝要な問題点がある。だが19世紀末葉を境にして,イ ギリスで

独仏米の産業発展に対抗して経営管理面での本格的な「科学的体系的接近」を可能にさせる,

理論実践での意識的な研究体制推進が始まる第下次大戦に至っては,イ ギリスは完全に産業全

体は勿論のこと,企業単位でも競争においてそれらの国々の劣勢におかれた。イギリスにおい

てこの新しい研究体牛1へ のきっかけが19世紀末葉にあったとみなせば,19世紀初めから19世紀

末葉の間において,「商業的実地の職人」的な段階と,「科学的体系的接近」体制への再出発
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16)

McGraw―Hill BOok COmpany,1972,p.23を 参照のこと。 大坪檀訳『経営管理の原則 1』,ダイヤモ
ンド社, 昭和40年 , 26-28頁 〔本書は Koontz and O'Domel1 0夕 .0′′・,third ed.,1955の日本語訳

であるコ。

中川敬一郎「 19世紀イギリス経営史の基本問題」,増田四郎他編『社会経済史大系』Ⅶ 近世後期Ⅱ,

弘文堂,昭和35年 ,162頁。
Urwick and Brech,ο 夕.εグ′.,p.181

動′グ.,pp. 181-182

このイギリス経済の持続的発展は,その地位の急激な変化の面とからめて理解する必要がある。1880

年代にすでに,イ ギリスの全工業が世界に立遅れるに至ったと極端に考えてはならないが, この国は世

界的な工業上の独占と覇権とを奮われようとしていたのである (入江『独占資本イギリスヘの道』85-

86頁 )。 資本と商品の輸出は,なお発展的傾向にあったし (同書92頁 ),工業生産は絶対的増加であった

が,生産増加率では米独に劣っていた (同書94頁 )。 要は,イ ギリスは「大不況」期 〔1873-1890年 頃〕

を通じて,工業の固定設備の拡大は進んだが,米独にくらべてそのテンポは緩慢であった (同書95頁 )。

いいかえれば,イ ギリスの生産性の向上は19山紀後半で一般に認められる事実であった。またかえっ

て,1890年中葉以降,生産性の向上した部『1が多かった。しかもイギリスの生産性の向上は,むしろ相

対的には立遅れたのである (同書100頁 )。 特に海外市場におけるイギリス商品進出の阻上のもっとも大

きな理由は,世界経済の構造的変化と, これに対応する「イギリスの態勢の立遅れ」にあった (同書

106-107頁 )。  このため,イ ギリスは「工業国から債権国へJ,「世界の工場」から「世界の質店Jへと
性格を変えていた (同書195頁 )。

20世紀に入ると,国内投資の増加の数字が示すほどには工業上の技術的進歩が行なわれず,「技術的

保守主義Jの傾向が濃厚になった。科学的進歩に対する軽視,技術者活用の不十分さ,工場の能率的な

配置や組織化への無感覚,1日式機械への執着といった傾向がみられるようになった (同書196頁 )。 はや

くは1870年以降にイギリス産業の企業経営は「技術の発展の無視」と「流動性の欠如」とによって,特

徴づけられる (同書200頁 )。

以上,三つの段落で二つまでは経済学的考察,最後のひとつの段落が経営学のそれといえよう。

V む  す  び

一一 回顧と展望 一―

19世紀初頭から19世紀末葉にかけて,イ ギリスの産業経営史に存在するという「見つからな

い環」とは,一体何を意味するのか,結論を一応本稿な りに与えておきたい。

イギリス産業革命期での「商業的実地の職人」的な啓蒙家の一部有志による,先駆的経営管

理の生成 。展開は,その特質からして連続性を19世紀末葉まで持続しえなかった,散発的な一

部少数のイギリス経営管理史での動勢とみる他ない。「生産技術に対する科学的体系的接近」

が本格的に他国の関連から,外部要因からの強い影響を受けたなかで,イ ギリスの企業経営の

歴史的伝統を墨守する他ない事情において要請されたとすれば,「見つからない環」の存在が ,

すなわちイギリス経営史の実質的内容の連続性の途切れが,19世紀中期にあるのは,現時点か

ら評価して歴史的必然とも解釈できないこともない。またいえば,18世紀末葉から19世紀初め

にかけてのイギリスの「商業的実地の職人」的管理技法は,19世紀末葉以降のイギリス産業経

営の背景や実情においては十分な有効性を喪失していたともみなせよう。それに代わる有効な

経営管理実践をイギリスの企業経営は,問題の時期に,イ ギリス経済社会のなかでの主体的経
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-144-           :    表   富   吉

またこの事実が広 く受入れられるならば,経営管理がイギリスの現代産業社会のよリー層の発

達のための極めて重要な要因として,快 く認められるであろうからである。特に,「経営管理

者訓練との闘争」での主たる勝利がえられるであろう,と UrWiCkと Brechは最後のこの五

つめ示唆点での叙述を結んでもヽる4)。

要するに Urwickと BreChは ,イ ギリス産業発展の主体的役害」を担 う企業経営者の能力 ,

経営管理実践の必要を強調するのである。本稿で主題とした「見つからない環」は,経営管理

者が管理の対象とするひとつの重要な要因である人間・労働者の取扱いの問題と深く関係しな

がらの,その経営管理実践能力としてのイギリス企業経営の創造性・積極性の維持 。発展にお

ける連続性の相対的途切れ (19世紀中期)に関するイギリス的な歴史特殊事情を,表現する語

句といえよう。
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1)米川伸一「現代イギリスの史的考察」,『経済評論』昭和45年 10月号,172頁。
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